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公益財団法人岩手県文化振興事業団第３２回理事会議事録 

 

 

１ 開催日時   平成２８年７月２６日（火） 午前１０時～ 

 

２ 開催場所   岩手県立美術館 会議室 

 

３ 出席者    理事総数 ９名 

         出席理事 ９名 

 

 

 

 

 

                  

監事総数 ２名 

         出席監事 ２名 

                監 事 梅 木  敬 時    監 事 久 保 隆 男 

 

４ 議  長   理事長  菅野 洋樹 

 

５ 決議事項    

  議案第１号 平成２８年度事業計画の変更について 

  議案第２号 公益財団法人岩手県文化振興事業団評議員候補者の選任について 

 

６ 報告事項 

    職務執行状況の報告について 

 

７ 議事の経過の要領及びその結果 

  定刻、総務部総務課長が開会を宣し、本理事会は定款第３５条の規定に定める定

足数を満たしており、適法に成立した旨を告げ、理事長が議長席に着き、次の議事

に入った。 

 

（１）議案第１号 平成２８年度事業計画の変更について 

 

理事長 菅 野 洋 樹 

理  事 熊 谷  常 正 

理  事 佐々木 一成 

理  事 中 村  英 俊 

理  事 藁 谷  収 

理 事 及 川 伸 一 

理 事 齋 藤 哲 子 

理 事 柴 田 和 子 

理 事 高 橋 廣 至 
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 議長は議案第１号を上程し、埋蔵文化センター首席より別紙議案書に基づき

説明がなされ、その賛否を諮ったところ、全員異議なくこれを承認した。 

 

（２）議案第２号 公益財団法人岩手県文化振興事業団評議員候補者の選任につい

         て 

 

 議長は議案第２号を上程し、総務部総務課長より別紙議案書に基づき説明が

なされ、その賛否を諮ったところ、全員異議なくこれを承認した。 

 

〔報告事項〕 

職務執行状況の報告について 

 職務執行状況について、別紙資料に基づき、理事長並びに業務執行理事３名

より報告があり、全員これを了承した。 

  

  ≪質問・意見等≫ 

  【理事】 

   各事業所の企画が有意義なものとなり、整理されてきた印象である。子供たちに

も早いうちから本物の芸術文化に触れさせる教育を普及する文化振興の役割を担っ

てほしい。 

 

  【理事】 

   美術館の学生サポートスタッフは９名の登録があるようだが、どこの学生が多い

のか。どのようなことをするのか。 

  【美術館副館長】 

   現在の学生サポートスタッフは岩手大学や岩手県立大学の学生が多数を占めて

いる。主に美術普及事業である「アートデオヤコ」実施時にサポートしてもらって

いる。 

  【理事】 

   岩手大学の文化芸術に関心のある学生から、博物館や美術館で何か手伝いができ

ないかという声が多数あった。まだまだ知らない人も多いと思うので、さらなる情

報発信をしてもらいたい。 

   

  【理事】 

   博物館の岩手デジタルミュージアム構築事業の進捗状況と今後の計画を教えて

ほしい。 
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  【博物館学芸課長】 

   沿岸地区の高校４校を対象に、被災地区の文化財を社会科の授業で使えるよう、

デジタル写真を撮って授業で使ってもらった。また、高校生を博物館に招き、授業

で使われる資料の実物を見てもらい、学芸員の解説を加え、学習に活用してもらう

取り組みをした。このようなデジタル写真と博物館の授業への活用を県内の学校に

促進しているところである。 

【理事】 

   今年度もデジタル化を進めるのか。 

【博物館学芸課長】 

   昨年度までに、歴史、民俗及び漁具などのデジタル化をしているが、今年度もそ

の不足分を撮影する予定である。 

  【理事】 

   他県にも写真をとりいれたデジタルミュージアム構想があるが、写真の使い勝手

が悪く展開が難しい、実物にはかなわないという理由から経年するとどうしても廃

れてしまう。補助金をもらっている事業であるから、廃れないように、デジタルミ

ュージアムとして新しいことに取り組んで頑張ってほしい。 

 

  【理事】 

   博物館の企画展をみると、展示室のスペースに対して、展示資料が多すぎるよう

に感じる。企画展の立案から展示資料確定までの経緯を教えてほしい。 

  【博物館学芸課長】 

   各部門の担当者がたたき台を作成し、部門の中で展示する資料を決定する。展示

資料数が極端に多い場合には、展示担当部署と担当部門の長との検討、調整をして

いる。 

   博物館でも、より広い展示室のスペースの確保について検討委員会を設けて検討

しているところである。 

【理事】 

   展示室が狭いという認識を、現場を運営している立場から主張、要求していかな

いと、いつまでたっても改善されない。県民に素晴しい展示を展開していくために

も、事業団としてもぜひ声をあげて改善に向けてほしい。 

 

【監事】 

   寄付金は受入れの目標金額を定めているのか。どのような広報をしているのか。 

  【総務部総務課長】 

   目標額は定めていない。事業団のホームページにおいて広報している。 
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以上をもって議事の全部を終了したので、午前１０時５５分閉会を宣し、解散し

た。 

以上の議事の経過の要領及び結果を明確にするため、理事長及び監事が記名押印

する。 

 

 

平成２８年  月  日 

     

 

     公益財団法人岩手県文化振興事業団 第３２回理事会 

               

  

         議  長                             印 

 

 

              

                  監  事                               印 

              

            

 

           監  事                               印 


